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研究の意義

リンパ管奇形の治療には、硬化療法、外科的切除、薬物療法としてｍTOR阻害剤

があります。硬化療法では炎症が一旦激しくなること、手術のみでは完全切除は難

しいこと、ｍTOR阻害剤は重篤な副作用の可能性もあるうえ、高価な薬であるた

め、患者さんへの経済的負担が大きいという問題点があります。

越婢加朮湯は、副作用は少なく安価なため、これを患者さんの治療の選択肢に加え

ることは重要です。本研究により世界の患者さんに投与が可能になる可能性があり

ます。

研究の目的

リンパ管奇形患者に対する越婢加朮湯投与の有効性、安全性などを調べるため、治

療の前後で病変の体積を比較を行い、治療がうまくいったかどうか検証します。

研究の方法

体重25kg以下で未治療の患者さんを対象に、以下のとおり研究を行います。

・同意取得
・MRI撮影
（撮影されて
いれば不要）

６か月間越婢加朮湯を投与
1か月・３か月 採血

６か月 採血・MRI撮影

治療前と治療後の病変の体積を比較
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臨床研究へのご協力のお願い

世界のリンパ管奇形患者さんの治療に越婢加朮湯という選択肢を提供するために、

この研究により、リンパ管奇形の治療に越婢加朮湯が有効であることを証明したい

ため、ご協力をお願いしております。

患者さんの登録は、原則的に2023年６月31日まで受け付けております。
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